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概要 大学の専門科目における授業内容の理解ために，シラバス上の参考図書等の書籍は理解をする上での助

力となる．本研究では，シラバスを利用した書籍（教科書，参考書）データベースを構築し，授業内容の理解を支援

する書籍推薦システムを提案する．シラバスに掲載されている科目間の関係から関連する書籍の探索を支援する． 

キーワード シラバス，書籍推薦，データベース 

1  はじめに 

大学の講義内容を理解するためには，講義だけでな

く書籍などを利用した自学自習を行う方法が挙げられる．

その際に，適切な参考書を見つける見つけ出すことが

重要となるが，学生にとってそれは容易とはいえない．

学生への書籍推薦のアプローチとしては，私立大学図

書館の実際の貸出記録を用いて，協調フィルタリングの

手法を用いて図書の推薦に関する研究(1)があるが，ユ

ーザが着目した科目に一致する書籍が推薦されるとは

限らない．そこで，我々は講義シラバスに着目した．大

学の講義は一般的には講義シラバスが公開されており，

シラバスには，その科目で利用されている教科書や参

考書の情報だけでなく，科目並びに関連する科目の情

報が掲載されていることが多い．本研究ではこのシラバ

スに提示されている参考文献等の情報から講義にあっ

た書籍を推薦するシステムを提案する． 

2  シラバスと書籍情報 

2.1  シラバスからの情報抽出 

シラバスを利用した研究としては，シラバス内のデー

タ間参照を利用してユーザが計画的に履修申告を行う

履修計画支援システム(2)や，個々の学生の 1 学期分の

時間割を入力し，その時間割の特徴をレーダーチャー

ト形式で要約するシステム(3)，シラバスの内容解析によ

る LOM の自動生成の研究(4)などがある．最近では，

LDA と Isomap を利用した科目のマッピングの試みがな

されており(5)，シラバスから科目間の関係や科目の内容

に関する情報を抽出できることがわかる． 

2.2  書籍検索の課題 

一般的にはシラバスには，その講義で利用される教

科書が記述されており，参考書等の関連書籍も記述さ

れていることが多い．しかし，科目によっては教科書を

利用しない場合もある．その際には，自学自習のための

書籍を自力で検索することとなる．その際、その科目の

分野に精通していなければ，適切な関連書籍を見つけ

出すことは容易ではない． 

2.3  本研究のアプローチ 

シラバスに掲載されている科目は，大学にカリキュラ

ムに則ったものあるため，カリキュラムにおける順序性が

開講年度や関連科目といった項目で表現されている．

我々はその順序性から，書籍の難易度が関連してくると

考えた．本研究ではシラバスデータの利用し，下記のア

プローチによる書籍推薦システムを構築する． 

（１）汎用的なシラバスデータベースの実現 

（２）シラバスデータから科目間の関連性を抽出 

（３）科目間の関連性を利用した書籍推薦 

シラバスデータベースについては，特定の大学に限ら

ず，様々なシラバスのフォーマットに対応できるように，

柔軟なデータ表現を検討する． 

3  書籍推薦システムの開発 

3.1  システム構成 

本システムは，ウェブアプリケーションとして開発して

いる．クライアント部はGWTによりAjaxアプリケーション

として実装し，データベースは Amazon Dynamo DB を

利用したグラフ指向データベースにより管理する．  

3.2  実装機能 

本システムでは，下記の書籍推薦機能を実装する． 

(1)科目からの書籍推薦 

指定された科目のシラバスに書かれている教科書や

参考書の他に，関連する書籍を推薦する．授業の内容

に関連する基礎的な書籍や応用の書籍等の検索に利

用する． 

(2)書籍からの関連科目・書籍推薦 

指定された書籍が使われている科目の情報やその情
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報を利用して関連する書籍を推薦する．特に，より多く

の科目で利用されている書籍は有益であると仮定して

推薦度を上げる．  

3.3  グラフ DBを利用したデータ表現 

本研究では，汎用的なシラバスデータベースを実現

するために，一般的な RDB を採用せず，グラフ指向の

DBによりシラバスデータを管理する． 

データ構造は図 1 に示すように４種類により構成する．

「大学情報」では，様々な大学のシラバスを扱えることを

想定しているため，シラバスが属している組織の情報か

らシラバスを探索できるように，大学レベルから階層的

に組織をリンクし，最下部にはその組織が開講している

科目の情報を持たせることで，組織から科目を探索でき

るデータ構造にしている．「シラバス情報」では，その科

目の書籍情報（ISBN 情報）や関連科目の他にシラバス

の内容に関するメタデータの情報を管理する．「書籍情

報」では，書籍の ISBNをルートにしており，書籍に関す

る情報（書名，出版社等）を管理する．「概念情報」は，リ

ンク構造の途中から検索する際に利用する． 
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図 1 シラバスデータベースの構造 

3.4  科目間の関連性の算出方法 

本研究では，科目間の関連性の算出方法として以下の

アプローチを採用する． 

（１）シラバスの明示的な関係記述からの抽出 

  シラバスデータに記述されている「関連科目」や「開

講学年」を直接的に利用する．つまり，関連科目として

記載されている科目には関係性があるとし，さらに開講

学年が高いほど難易度が高くなると捉える． 

（２）シラバスの内容からの抽出 

  ⇒書籍のメタデータを比較したデータから抽出 

シラバスに記載されている授業計画の内容を言語処

理的に解析し，科目間の類似度を算出する．類似度を

利用することで，シラバスの記載に限定されない科目の

関係検索が行え，書籍推薦の範囲が広がると考える． 

現在，サンプルデータとして，本学の類似する２学科

のシラバスデータ（計 190 科目）から教科書と参考書を

抽出し，データベースに格納している（表 1）．これらの

書籍を対象に，推薦機能の実装を進めている． 

 

表 1 サンプルデータ概要 

 種類 延べ数 

教科書 73 110 

参考書 123 170 

計 186 264 

4  おわりに 

本研究ではシラバスのデータを利用した書籍推薦シ

ステムを提案した．書籍推薦システムを使用することで

大学生の資料探索の手段が増えるだけでなく，シラバス

の有用性が向上することも期待できる．グラフデータの

構造としては，川場ら (6)が開発した SML(Syllabus 

Markup Language)等を参考にする他，Open Linked 

Data の形式での公開も検討し，より汎用性を高めた形

式を検討したい． 
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